

１　赤ぐみと白ぐみとの　うんどう会で　とくてんはっぴょうが　ありました。

　　先生　　　　『赤ぐみ　３８９てん』

　　子どもたち　『パチパチパチ』
　　先生　　　　『白ぐみ　４ひゃく・・・』

　　子どもたち　『やったあ』

　　まだ、白ぐみのとくてんを　はっぴょうする　と中なのに、子どもたちが『やったあ』とよろこんでいます。
（１）よろこんだのは、赤ぐみ、白ぐみのどちらの子どもたちでしょう。
（２）子どもたちは、なぜ、まだはっぴょうの　とちゅうなのに、
よろこんだのでしょう。


１　　領域：「数と計算」

　単元：「３ケタの数」

　評価の観点：




出題の趣旨：３ケタの数の大小について、位を意識して判断できる。
　　　　　　　　　　　　
解答：（１）白ぐみ
　　 （２）４百台の一番小さい４００でも、３８９よりも大きいから
２　赤ぐみと白ぐみとの　うんどう会で　とくてんはっぴょうが　ありました。

　　先生　　　　『赤ぐみと白ぐみ　いっしょに　はっぴょうします。』

　　子どもたち　『はあい』
　　先生　　　　『一のくらいは、
　　　赤ぐみ４
白ぐみ６』

　　子どもたち　『パチパチパチ』

　　先生　　　　『十のくらいは、

赤ぐみ２

白ぐみ８』
　　子どもたち　『パチパチパチ』

　　一のくらい、十のくらいのかずが、はっぴょうされたのに、赤ぐみも白ぐみも『パチパチパチ』と　はくしゅするばかりで、まだ、どちらがかったかは、わからないようです。
（１）一のくらい、十のくらいを　はっぴょうしたのに、なぜ、どちらがかったか　わからないのでしょう。
（２）赤ぐみの　百のくらいは　３でした。白ぐみは　百のくらいのかずが、いくつだと　赤ぐみに　かつでしょうか。いちばん　ちいさい　かずを　こたえましょう。

２　　領域：「数と計算」

　単元：「３ケタの数」

　評価の観点：




出題の趣旨：３ケタの数の大小について、位を意識して判断できる。

　　　　　　　　　　　　
解答：（１）百のくらいの大小が、わからないから。

（２）３
【 小学校算数・単元別問題 】





「３ケタの数」
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